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第１回小金井市健康づくり審議会 会議録 

 

日  時  平成２５年１１月２２日（金）午後１時３０分～午後３時 

場  所  小金井市保健センター１階大会議室 

出席者 

  審議会委員１２名 

  会長  齋藤 寛和委員  副会長  鴨下 健夫委員 

  委員  木下 隆一委員  松井 大平委員  田川 尚子委員  新井 利夫委員 

      小林 久滋委員  木所 義博委員  大西 義雄委員 

      善如寺 日雄委員  関根 優司委員  播磨 あかね委員 

  欠席委員  新藤 芳雄委員  内山 雅之委員  古明地 節子委員 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員 

 福祉保健部長                柿 﨑 健 一 

 健康課長                  高 橋 啓 之 

 健康係長                  中 島 明 美 

 健康係主任                 千 葉 祐 生 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

傍聴の可否及び傍聴者人数 

 傍聴可・傍聴者数 ０ 人 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

会議次第 

 別紙のとおり 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――        

                                              

                                              

                                              

                                             

審議会内容 

（午後１時３０分 開会） 
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○事務局  それでは、皆さん、こんにちは。定刻を若干過ぎましたので、始めさせていただきたいと

思います。 

 冒頭、委員の改選があったので、会長が、今、不在ということになっておりますので、副会長のほう

から司会をよろしくお願いしたいと思います。 

○鴨下副会長 ただいま、事務局から委員の改選があったということで、会長が選任されるまでの間、

私、副会長、鴨下健夫が司会をさせていただきます。 

 本日は、大変お忙しいところ、第１回の健康づくり審議会にご出席をいただきましてありがとうござ

います。初めに、事務局から報告をお願いいたします。 

○事務局  本日、委員の欠席でございますが、新藤委員、古明地委員、内山委員から欠席とのご連絡

をいただいているところでございます。 

 現在１２名の出席となっておりますので、審議会の定数は１５名、過半数以上の出席ということで、

会議を開催することができるという規定になっておりますので、審議会として成立していることをご報

告申し上げます。 

 以上です。 

○鴨下副会長 新しく就任された委員の方のご紹介を、まず、させていただきます。 

 齋藤委員、関根委員、播磨委員の３名でございます。申しわけありません、自己紹介を今の順番でお

願いしたいと思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

○齋藤委員 ４月から小金井市の医師会長を務めております齋藤と申します。ふなれですが、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○関根委員 市議会からの選出で、今回、委員にさせていただきました関根優司です。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○播磨委員 ４月から多摩府中保健所の保健対策課長を務めさせていただいております播磨あかねと申

します。よろしくお願いいたします。 

○鴨下副会長 どうもありがとうございました。 

 なお、市のほうも異動があったということでございますので、市のほうの自己紹介をお願いいたしま

す。 

○事務局  今年度、市側の人事異動がございましたので、ご紹介させていただきます。 

 福祉保健部長の柿﨑です。 

○福祉保健部長 この４月から福祉保健部長ということで、柿﨑と申します。よろしくお願いいたしま
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す。 

○事務局  続きまして、健康課長の高橋と申します。４月からの新任ということになりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○鴨下副会長 どうもありがとうございました。 

 早速でございますけれども、審議会の会長でございますけれども、今まで、医師会の会長さんにお願

いしてまいりましたので、齋藤委員に会長をお引き受けいただけないかと思いますが、皆さん、いかが

でしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○鴨下副会長 異議なしということでございますので、齋藤委員さんに会長職をお願いいたします。よ

ろしく、どうぞお願いします。こちらへどうぞ。 

 ありがとうございました。皆さんにご賛同いただきましたので、会長には会長席にお移りいただき、

これからの審議会進行をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○齋藤会長 どうもありがとうございます。 

 それでは、どうも皆さん、よろしくお願いいたします。大変ふなれなので、いろいろ皆様のご協力を

いただかないとと思います。よろしくお願いします。 

 では、議事に入らさせていただきます。 

 事務局のほうからお願いしてよろしいですか。 

○事務局  最初に、本日、お配りしている資料の確認をさせていただきたいと思います。 

 まず、ペーパー１枚の次第です。それと、資料１「平成２４年度保健衛生事業実施実績」というもの

と、資料２といたしまして「平成２５年度保健衛生事業実施実績」と。これはまだ途中経過ということ

なんですが、上半期分ということで、２点の資料を配付させていただいております。過不足等ございま

したら、事務局のほうにお申し出いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 では、引き続き、事務局のほうから、平成２４年度の保健衛生事業実施実績について、ご説明をさせ

ていただきたいと思います。資料１をごらんいただきたいと思います。 

 まず、１ページの１、審議会の開催状況でございます。健康づくり審議会につきましては、２回、開

催しております。議題といたしましては例年のとおりですけれども、平成２３年度の保健衛生事業の実

施状況及び平成２４年度保健衛生事業についてご報告し、ご審議をいただいたところでございます。 

 ２番目、食育推進会議については、３回、開催いたしました。主に食育推進計画改定についてご審議

をいただいているという状況です。なお、この改定計画につきましては、昨日、行われました厚生文教

委員会のほうに行政報告をいたしまして、今月末から１２月頭ぐらいを目途に、市としての計画を策定
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していくという運びになってございます。 

 ２番目、母子保健でございます。（４）両親学級について、平日４日間コースのひまわりクラスと、

土曜日２日間コースのたんぽぽクラスというのがございます。土曜日は、主に勤労妊婦とパートナーの

方を対象に行っております。両方あわせて６７９名の方が参加をされております。後ほど、２５年度の

実績のほうでも説明をいたしますが、平成２５年度からは若干変更を加えて実施をさせていただいてお

ります。 

 （５）番、新生児・妊産婦訪問指導についてでございます。こちらの事業につきましては、こんにち

は赤ちゃん訪問事業として、生後４か月までの乳児がいる全ての家庭を訪問し、さまざまな不安や悩み

をお聞きし、子育て支援に関する必要な情報提供等を行い、支援が必要な家庭に対しては、適切なサー

ビス提供に結びつけるといった事業でございます。お子さんの生まれた後に、赤ちゃん連絡票というも

のを健康課に送っていただき、それに基づいて、各家庭を訪問させていただいております。 

 ２ページをお開きください。（９）番、健康診査でございます。妊婦健康診査は、平成２１年度から、

母体や胎児の健康の確保並びに経済的負担の軽減を図るため、公費負担が１４回分に増加をされました。

受診率は、１回目が９３.５％で、２回目以降は延べ９,９９２人の方が受診をされております。また、

助産所及び都外で受診された場合の償還払いにつきましても１４回分対応しておりまして、全部で２９

１件ということになってございます。 

 乳幼児健診につきましては、３～４か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診ともに、９０％台後

半ということで、高い受診率となってございます。 

 ３ページ、健康相談・保健相談です。（１２）番、乳幼児、５ページの（８）健康相談・保健相談に

つきましては成人の健康相談となっております。成人健康相談につきましては、保健センターでの参加

者が少ないことから、平成２４年度から保健センターでの実施分を、奇数月が緑センター、東センター

が偶数月に変更しております。相談者も、前年の１２２人から１６４人に増えたといった実績になって

ございます。 

 引き続き、３ページの（１３）番、食育事業でございます。平成１９年度から始めた事業になってお

ります。妊婦、離乳食期の赤ちゃんのいる保護者に、幼児のそれぞれのフェーズに合わせた食育に関す

る講座を実施いたしました。参加人数につきましては、資料のとおりとなってございます。 

 次に、健康教育の中の健康講演会でございます。講師を医師会、歯科医師会の先生にお願いして、実

施をしております。平成２４年度につきましては、医師会で乳がんの自己検診法を含めまして７回、歯

科医師会で３回、計１０回実施をいたしまして、２５２名の参加をいただいているところでございます。 

 次、４ページでございます。（３）番の独自健康診査です。特定健診は、小金井市の国民健康保険の
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加入者４０歳から７５歳未満の方を対象に実施しております。また、７５歳以上の後期高齢者医療制度

加入者には後期高齢者医療健診を実施しておりますが、これらの受診者に、希望があれば、健診項目の

上乗せとして、健康課でフォロー健診を実施しております。そのほか、集団健診、障害者健診の実績は、

表のとおりとなっております。 

 （６）がん検診でございます。がん検診は、国のがん検診実施のための指針に基づいて行っておりま

すが、胃がん検診につきましては、国の指針では４０歳以上となっているところなんですが、私ども小

金井市においては、対象者は３５歳以上ということで実施をさせていただいております。子宮がん検診

につきましては２０歳以上、乳がん検診については４０歳以上の方を対象に、隔年の受診をということ

で実施をさせていただいております。 

 検診受診者数は、おおむね前年度と同程度となっております。また、平成２１年度から、国の女性特

有のがん検診推進事業の実施に伴いまして、子宮がん検診は２０歳から４０歳までの５歳刻み、乳がん

検診は４０歳から６０歳の５歳刻みの節目の方に、クーポンとがん検診手帳を送付し、がん検診の受診

勧奨を行っているところでございます。また、これは、来年度については国のほうでも若干動きがある

ようでして、制度が少し動くことが想定されているところであります。 

 次に５ページをごらんください。（７）番です。歯科健診でございます。前年度受診者数１,６２９人

から１,６７２人に、若干ですが増加をしております。対象者３５歳から７０歳までの５歳刻みで、節目

の方になっております。こちらについても、後ほど、２５年度事業で若干説明をさせていただきますけ

れども、平成２５年度からは、７５歳と８０歳を追加し、対象者を拡大して実施をしているところであ

ります。 

 ６ページをごらんください。（３）予防接種でございます。各種別の実施人数は表のとおりとなって

おります。ポリオの予防接種につきましては、従来、市では集団で実施してまいりましたが、予防接種

法施行規則の一部改正により、平成２４年９月から、生ポリオワクチン２回接種から、不活化ポリオワ

クチン４回接種に切りかえました。このことによって、他の予防接種と同様に、個別接種という形で実

施をさせていただいております。 

 さらに、昨年の１１月には、百日せき、ジフテリア、破傷風を予防する三種混合ワクチンに不活化ポ

リオワクチンを合わせた四種混合ワクチンが導入されました。四種混合ワクチンについては、一時的な

供給不足から接種をおくらせるわけにはまいりませんので、入荷を待つことなく、従来の三種混合と不

活化ポリオという形での接種を実施してきたところでございます。 

 （４）番の任意接種でございます。法定予防接種に加えて、平成２３年度から、任意接種としてヒブ

と子宮頸がん、小児用肺炎球菌の３ワクチンの接種費用の一部助成を平成２４年度から引き続き行って
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まいりました。２５年度からこの３ワクチンについては全て定期化をされたということで、２５年度に

おいても引き続き継続しているところであります。 

 この３ワクチンについては、２４年度においては、前年度と大体同様の実績となってございます。２

５年度については、子宮頸がんについては副反応の問題がございまして、大幅に接種者の数が減少して

いるといったところになっております。 

 ５番目、救急医療でございます。（１）医科、歯科の休日診療及び休日準夜診療の利用状況につきま

しては、表のとおりとなっております。また、武蔵野赤十字病院の小児救急医療利用、公立昭和病院の

利用状況につきましても資料のとおりとなってございますので、ご参照いただければと思います。 

 雑駁ではございますが、２４年度の主要な項目についての説明をさせていただきました。 

 以上です。 

○齋藤会長 ありがとうございました。 

 それでは、何かご質問、コメント等ございましたらお願いします。 

○善如寺委員 この数字の羅列だけ見て、これがどういう意味をなしているのか、実際のところ、素人

はわからないんですけれども、今、お読みいただいたんですけれども、こういう資料をパッと見て、数

字だけで、それがどういう効用があって、どういうところにウエートが置かれたのかとか、その結果、

こうなったとかというのがないんで、数字だけで説明されると、今回はどうだったのかというのが、ち

ょっと見えないんですけれども、いかがでしょう。 

○齋藤会長 いかがでしょう。 

○大西委員 数字を出されるんでしたら、前年度との比較を出すとか、何とか工夫をされたほうがいい

と思います。それじゃないと、昨年度、２３年度はこうでしたよというだけのことであって、増えてい

るのか、減っているのか、こっちはさっぱりわからない、こういうことだと思いますから、その辺はい

かがでございましょうか。合わせてご質問させていただきます。 

○齋藤会長 随所でそういう説明はしていただいたところもありますけれども、大部分のところは、昨

年度の実績の数字を読んでいただくだけだったようには思います。次回から、その点を、なかなか難し

いですよね。 

○事務局  今、ご意見をいただきました、平成２３年度と２４年度で大幅に数字が変わったところに

ついて、説明させていただきたいと思います。 

 では、また同じ資料を、大きく変わったところだけ抜粋して説明させていただきます。 

 まず１ページ目、２番、母子保健の妊娠届け及び（２）番の母子健康手帳について説明させていただ

きます。こちらは、今、少子高齢化と言われている中ですけれども、数字だけで比較しますと、平成２
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３年度の妊娠届出数が１,０５４件、昨年度が１,１６４件と、約１００件ほど、１割程度増加しており

ます。これは、２５年度実績の中でもまた説明申し上げますが、こちらの妊娠届出数が増えたことによ

って、例えば新生児の訪問ですとか予防接種、妊婦健診、そういったものにも増加が見られております。

同様に、母子手帳も、２３年度は１,０７４件の発行でしたが、平成２４年度は１,２０４件、こちらも、

大体１割ぐらいの増加となっております。 

 続きまして、２ページの（９）健康診査の中の上の２つ、妊婦健康診査１回目と２回目以降について

ですが、今、説明申し上げた妊娠届の増加に伴いまして、平成２３年度は、１回目が９５１人だったと

ころ、平成２４年度は１,０８８件と、こちらも１割強の増となっております。平成２３年度の２回目以

降の件数は、９,００２人だったところが、昨年は９,９９２人、こちら、１回目の方が大体１００人増

えておりまして、出産までにかかる平均的な回数が１０回、１１回ぐらいとなりますので、１００に１

０を掛けた分、増加が見られております。これは２５年度にも比較的同様の傾向が見られています。 

 続きまして、先ほども説明申し上げた部分なんですが、隣の３ページ、１２番、健康相談・保健相談。

こちらは乳幼児の保健相談になりますが、実施場所を、平成２３年度に東センターと南センターを増加

しておりまして、トータルの件数が、平成２３年度、一番右上の数字になりますが、１,６２６人だった

ものが、平成２４年度実績においては、１,７７１人と、１５０人増加しております。こちらの保健セン

ターの回数を減らして、他の公共施設で受診いただく機会を増やしたことによる増加だと考えられます。 

 続きまして、４ページ中ほどの独自健康診査についてです。こちら、受診率等はほぼ横ばいなんです

けれども、その中でも、上から２つ目の後期高齢者医療保険加入者の受診者が増加傾向が見られます。

平成２３年度実績においては６,６１０人だったところ、昨年は６，８８０人と、２００人強の増加が見

られます。これは今後も続いていくものだと考えられます。 

 続きまして、６ページの予防接種についてです。こちらは、先ほど説明させていただいたものとも重

複するんですが、昨年、予防接種の中の一番上のジフテリア、百日せき、破傷風という三種混合の予防

接種の改正で、不活化ポリオを含む四種混合予防接種が導入されました。こちらの予防接種なんですが、

大体、１学年１,０００人だとして、４回接種が必要な予防接種となります。昨年の１１月に、導入され

たところですので、一番上の三種混合３,３１３人と、その２つ下の四種混合７００人を合計すると、大

体４,０００人分ということになります。 

 さらに、ポリオワクチンについても変更があったと申し上げたんですけれども、ちょっとわかりやす

くイメージで申し上げますが、こちらに記載されている３,４７２人のうち、生ワクチンで実施した方が

６１５人、不活化ワクチンで接種された方が２,８５７人、あわせると３,４００人ぐらいなんですけれ

ども、生ワクチンのころは２回で済んでおりましたので、不活化ワクチン４回分に相当すると考えると、
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６００を２倍して１,２００となります。こちらに不活化の２,８００を足して大体４,０００人というこ

とで、皆様、１００％に近い接種率で接種いただいているという状況です。 

 最後に、子宮頸がんワクチンにつきまして、先ほど、副反応のことについて説明を申し上げましたけ

れども、２５年６月に積極的な勧奨の差し控えの通知が厚生労働省から出されたところではありますが、

新聞報道等で事故についての報道が出たこと、また４月から定期化されると金額が無料になる場合が多

いものですから、接種控え等も発生しましたので、平成２３年度においては２,１７７件接種をいただい

ておりましたが、平成２４年度は１,１６７件と、半分ぐらいの数になっております。 

 雑駁ですが、大きな変更点は以上です。 

○齋藤会長 それでよろしいでしょうか。 

○大西委員 ありがとうございました。 

○齋藤会長 ほかに何かありますか。 

 私から。赤ちゃん関係は非常に増えているということですが、これはどのように理解したらよろしい

んでしょうか。実際に、ここに住んでいる方々の妊娠率が高くなった。あるいは、再生産年齢の人口が

増えてきたということでよろしいんですか。 

○事務局  細かな資料とかを、今日、持ってきておりませんけれども、なぜ増えたのかという理由は

ちょっと難しいんです。具体的にお答えすることはちょっとできないんですが、ただ、長期計画とかを

策定するときに、一応、データブックみたいな形で調査をかけていて、そのときの調査の結果では、小

金井市の人口動態は微増を続けていくということで、それもわりと、少子高齢化と言われている中で、

比較的若い世代というか子供の世代が微増を続けているという傾向は出ているんです。結果的に、それ

に合った形の実際の動きが出ていると見られるというのは、１つの事実としてあるとは思ってはいます。 

 それが具体的にどんな理由でそうなっているのかと問われますと、ちょっと私のほうでもなかなかお

答えしづらいな、何なのかなという思いはあります。 

○齋藤会長 でも、１割も増えたというのは、もし生みやすさということを、市のほうでいろいろやっ

てきたことが実を結んだのであれば、非常にうれしいことじゃないですか。その辺をはっきりさせてい

ただくとうれしいので、検討をぜひお願いします。 

 いろいろな要因があると思いますが、１年で１割増えるというのはすごい変化ですね。今年度、これ

と同じようにまた１割増えていくということであれば、学校の整備とかも変わってくるわけじゃないか

と。そういったことを考える必要があるのかなと思って、この質問をしました。 

○鴨下副会長 妊娠届というのは、妊娠すれば届けなくちゃならないということになっているのか、義

務的なんですか。 
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○事務局  努力義務のものです。紛失による再交付等、妊娠届を出さなくても母子手帳の交付だけは

承ることがあります。数を比較すると、妊娠届よりも若干数、母子手帳の交付のほうが多くなっている

というところです。なので、ほとんどの方はご提出いただけるんですけれども、稀なケースで夜間です

とか、代理の方がいらして書けなかったとか、そういった事情もありますので、若干、母子手帳の交付

より少なくなっています。 

○鴨下副会長 年間１,０００人ぐらい。ぜひたくさん増えていただくほうがありがたいと思いますので、

年の我々みたいな人間が増えちゃうんじゃ困っちゃう。いや、ほんとうに。すみません、くだらないこ

とを言って申しわけないです。 

○大西委員 ちょっと冗談を言いますけれども、僕は若い人がそんなに小金井、増えているとは感じて

いないです。むしろ、副会長がおっしゃったように老人のほうが増えているんじゃないですか。 

○鴨下副会長 それはもう仕方ないからね。自然に増えちゃうんで。 

○大西委員 増え方としては、小金井は老人のほうが増えていると私は思っています。 

○鴨下副会長 そうですよね。 

○大西委員 違うんですか。 

○齋藤会長 高齢化はどんどん進んでいきますから、高齢人口は増えていきますよね。 

○大西委員 小金井のあれでも進んでいるほうだと思います。ところが、長生きも、先生のご努力でか

なりのところまでいっていますから、トップレベルになりますから。その辺とのあれで言えば、赤ちゃ

んよりも老人のほうが増えているのが普通じゃないのかと思う。 

○齋藤会長 このままの伸びが続けば、赤ちゃんの増加も実感できるようになるようになるといいです

ね。 

○大西委員 なるといいんだけど。 

○善如寺委員 ただ、小金井市は、公務員住宅を考えたときに、出生率は高いんだけれども、固定率が

低いわけですね。だから、結果的に老人は増えていくわけです。さっきの話じゃないですけれども、そ

このところは要注意なんじゃないかなという気はします。 

○齋藤会長 出生率だけ増やしてもしようがないということですね。定着率。ぜひその辺を考えて。 

 あと、個別の項目で何かご質問はありますか。 

○播磨委員 播磨です。教えていただければと思うんですが、まず１ページの１番の（５）番のこんに

ちは赤ちゃん事業ですけれども、これは対象者に対する実施率というか、できた割合は何％ぐらいなん

でしょうか。新生児、未熟児を除く訪問の。 

○齋藤会長 訪問延べ件数。 
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○播磨委員 件数はわかるんですが、対象者に対する訪問できた割合。 

○事務局  こちらなんですけれども、申しわけありません、今、ちょっと手元に資料がないんですが、

割合で言うと、８割ぐらいになっております。 

 なぜかと申しますと、残りの２割の方は訪問に行ってないのかというとそうではなくて、私ども小金

井市では、まず、こちらの新生児訪問、先ほども説明申し上げましたが、出生届を提出いただくとき、

または乳幼児医療手当の手続をいただく際に、赤ちゃん連絡票という紙をご提出いただいております。

そちらには、お子様の生まれたときの状況等を書いていただいて、例えば未熟児の方であれば保健師が

行ったほうがいいですとか、正常に生まれた方であれば地区の助産師が伺うといったようなことを行う

ために、赤ちゃん連絡票を提出いただいております。 

 提出いただかない方についてはどのようにしているかといいますと、全件、月に１回、住民基本台帳

と実際に行った方を照らし合わせまして、全件に訪問をさせていただいております。その結果、不在連

絡とかを入れても、結局、里帰り中か何かでいらっしゃらなくて、健診のときに帰ってくるですとか、

その後、転出されるという方もいらっしゃいますので、１００％にはならないんですけれども、実際に

訪問している数としては、ほぼ１００％だと考えております。 

○播磨委員 わかりました。 

 すみません、それと少しかぶるんですけれども、虐待の予防という観点から、乳幼児健診というのは

非常に重要な位置を占めているんだと思うんですけれども、例えば２ページでいくと、三、四か月とか

１歳６か月とか３歳児でいうと、５％ぐらい受けられてない方がいらっしゃるということになって、お

そらくこれらの方々は、全てがそうではないと思うんですけれども、虐待のリスクが高いのではと思わ

れるんですが、そのあたりのフォローアップをどのようにされているか、教えていただけるとありがた

いのですが。 

○事務局  まず、乳幼児健診、１歳６か月、３歳も同様なんですけれども、受診いただけなかった場

合には、まず、お手紙で受診の勧奨をお送りさせていただいております。それでも連絡のない方につい

て、例えば赤ちゃん連絡票ですとか、電話番号がわかるものについては、個別にお電話させていただい

ております。 

 さらに乳幼児健診については、新生児訪問で漏れた方もいらっしゃるという想定がありますので、そ

れでも連絡がつかない方については、地区の保健師が訪問をさせていただいて、把握に努めているとこ

ろです。 

○播磨委員 １歳６か月とか３歳とか、やっぱり連絡がつかなかったりということもありますか。 

○事務局  先ほど申し上げたとおり、里帰り先で受診されている方、逆に私どもも、里帰りで小金井
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に滞在している方につきましては、もし住民票がある市区町村から依頼があれば受け入れておりますの

で、そういった方々もいらっしゃると考えております。 

ちなみに、３～４か月健診の受診状況で、未受診者、平成２４年度の実績で言うと３１名。その中で、

状況把握ができているものが２８という結果です。 

 １００％ではないんですけれども、現場サイドの保健師のほうでは、相当きめ細かくというか、打て

る手は打っているという状況で何とか頑張っていると。 

○播磨委員 わかりました。 

○齋藤会長 非常に努力をしていただいているということでよろしいですか。 

 ほかに何かございますか。 

 細かいことですけれども、妊婦の健診とかは市内の医療機関だけではないの。 

○事務局  都内の医療機関と、里帰りで受診された方につきましても、都内で受診を受けた場合と同

じ金額を、後日、返金させていただくという、２ページの上から５項目目になりますけれども、里帰り

等妊婦健康診査助成申請者というのが都外で受診された方の件数となります。 

○齋藤会長 これですか。 

○事務局  都外と都内の助産所で出産された方。 

○齋藤会長 わかってきました。非常に多岐にわたる事業をしっかりやっていただいているという印象

は受けますが、ほか、何かいかがですか。 

 ないようでしたら、次にいってよろしいですか。 

 それでは、次の資料２についてでしょうか、事務局からの説明をお願いします。 

○事務局  それでは、資料２ということで、平成２５年度上半期の保健衛生事業の実施状況というこ

とでご説明をいたします。また数字ばかりになってしまうんですけれども、おつき合いをいただきたい

と思います。 

 まず、１ページの（４）番の両親学級です。２４年度のところでも若干申し上げましたけれども、こ

の事業については、妊娠・出産・育児に関する知識の普及、また母親同士の交流を図ってお友達づくり

への支援といったことも目的として実施をしているところですが、今年度からは、平日の４日間コース

を保健センターで実施しておりますが、年６回、勤労妊婦とパートナーを対象にした土曜日の２日間コ

ースの回数を増やしまして、平日のコースの数を若干減らしたという形になっています。というのは、

平日４日間連続して参加いただける方がなかなか少ないので、平日の４日間を平日３日間コースに変更

し、かわりに土曜日にやっているクラスを若干増やしたという状況になっております。 

 参加者数は、現時点では昨年と大体同じような状況ですけれども、やはりいわゆる土曜日コースのた
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んぽぽクラスを希望されて参加される方が、今、比較的多い状況。土曜日コースについては、常に定員

もいっぱいという状況で、この間推移している状況になってございます。 

 ３ページをごらんいただきたいと思います。（１４）番の乳幼児食育メール配信事業というのがあり

ます。これは、おおむね生後３か月から６か月未満の保護者を対象といたしまして、登録をいただいて

いる方へ、電子メールで、月１回、食育に関する情報を提供しております。０歳から１歳、２歳から３

歳、４歳から５歳の３つのグループに分けて、年齢に合わせた食生活へのアドバイス、レシピ、食コラ

ムや、健康課の食育関連事業の案内などを配信しているところです。登録者数については表のとおりな

んですけれども、大体１,０００人前後ぐらいの方に登録をいただいているという状況になってございま

す。 

 ４ページ（６）です。がん検診。今年度も、国の女性特有のがん検診推進事業の実施に伴いまして、

平成２５年４月１日現在の節目年齢の方を対象として、子宮がん検診は２０歳から４０歳までの５歳刻

み、乳がん検診は４０歳から６０歳の５歳刻みの節目年齢の方に、健診費用が無料となるクーポンとが

ん検診手帳を送付し、がん検診の受診勧奨を行っているところでございます。今年は、６月２８日に発

送しております。 

 発送数は、子宮がん検診では４,１１０件、乳がん検診が３,９８１件です。年度末まで受診は可能と

なっております。受診されていない方には、受診勧奨の案内を、今後、お送りしていくという予定にな

っております。 

 ５ページ、（７）番、成人歯科健康診査でございます。先ほど２４年度のところでも若干申し上げま

したが、成人期、高齢期の歯の喪失の原因となる歯周病の早期発見に努め、生涯を通じ、自分の歯で過

ごせることを目的として実施をいたしております。２５年度から「８０２０運動」を推奨し、対象年齢

を８０歳まで拡大し、３５歳から８０歳の５歳刻みの節目年齢の方を対象に、９月から１１月末までを

実施期間として事業を行っているところでございます。 

 途中経過なんですけれども、おおむね、前年実績に比べて１００名程度、受診者が増加しているとい

う報告を受けているところであります。９月末の時点の受診者数です。始まったばかりですので、そう

いう状況ではございます。 

 ６ページの（３）番をごらんください。予防接種のヒブワクチン、子宮頸がんワクチン、小児用肺炎

球菌ワクチンの予防接種は、平成２３年度から任意接種の扱いとして行ってきましたが、法律の改正に

より平成２５年４月からは定期接種という扱いになってございます。 

 年度当初は、小金井市では、従来どおり、一部自己負担をいただきながら、適宜、予防接種をと考え

ていたんですけれども、法律の趣旨を踏まえまして、全額無料という公費負担をするということで医師
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会の皆様等とも調整をさせていただきまして、５月から全額無料ということで、４月１日から３０日ま

でに接種された方についても遡って提供するという扱いで、この３ワクチンについては予防接種を実施

させていただいております。 

 ４月１日から３０日までの間に接種いただいた方については１割負担していただいていますので、個

別に返金の手続をさせていただいております。全部で４００件ぐらいありましたが、概ね手続が終わっ

ておりまして、今、残っているのが８０件弱位ということで、つい先日、再度の返金手続をということ

で通知をお送りしていますので、年度末までには相当数、整理されるかと予想をしているところでござ

います。 

 （４）番、任意の予防接種でございますが、成人の風しん予防接種は、東京都及び首都圏を中心とし

た成人の風しんの流行に鑑みまして、胎児の先天性風しん症候群の発生を防止するための緊急的な予防

対策として、４月１５日から、小金井市においては全額公費負担で実施をさせていただいています。対

象者は、市内在住の１９歳以上の、原則、これまで風しんにかかったこと及び予防接種を受けたことが

ない方で、妊娠を希望する女性と妊娠中の女性の夫ということで実施をしております。女性については

平成２６年３月３１日までを接種期間とし、男性は平成２６年９月３０日で接種期間が終了しておりま

す。 

 この接種を開始した４月、５月、６月ぐらいまでは相当数の方に接種を受けていただいているところ

だったんですけれども、８月以降、一定程度、落ちついてきたかなという状況です。ただ、私どもとし

ては、接種者の想定数を約１,０００名程度で見込んでいたところですが、現時点で既に接種者の想定を

約１００名ぐらい上回る方に接種を受けていただいているという状況になってございます。 

 成人の予防接種については、平成２５年度は緊急対策ということで実施をさせていただいております

が、今後、２６年度以降、どうしていくかということについては、市としてはまだ未定ということにな

っております。東京都の助成の動向等々も踏まえて、今後、考えていければと考えております。 

 以上です。 

○齋藤会長 ありがとうございました。 

 昨年度との比較を少しお話しいただいて、ちょっとわかりやすかったかなと思いますが、皆様から何

かご質問、ご討議ございますか。 

○新井委員 新井です。 

 先ほどの２４年度のご説明にも同じのが出てくるんで、さっきご質問したほうがよかったか、まとめ

て今のところで簡単なお尋ねをします。４ページから、５ページにもありますが、（３）とか４、５も

あるのかな、右のほうに実施方法がありまして、個別と集団というのが出てくるんです。これは、個別
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はどういうことを意味するのか、集団とは一体どういう検診をしているのかということを、わかりやす

く教えていただきたいというのが質問の１点目です。 

 ２つ目は、どっちも６ページに出てきますけれども、公立昭和病院というのがあって、入院から休日

夜間救急とかいう資料が出てくるんですけれども、なぜ昭和病院だけ資料に出てくるのか。市内にもほ

かにも病院とか医療機関がありますけれども、昭和病院を特別取り上げている理由はどういうことかと

いうことをお聞きしたい。 

 この２点です。 

○齋藤会長 事務局からお願いできますか。 

○事務局  ご質問いただきました１点目、健康診査の実施方法について説明させていただきます。 

 まず、集団の検診というのは、例えばこちらの保健センターですとか、市役所の本庁舎に検診のバス

が来て、一定程度まとめた方、例えば胃がん検診で言えば１日に５０人、胃がん検診のためのバスが来

て、ふだん、医療機関がない場所でも受診いただけるような形態をとっております。検診によって実施

場所等がいろいろ異なるんですが、大まかには、今、申し上げたとおりです。 

 続きまして、個別の検診については、例えば特定健診で言えば、約５０か所の医療機関と協力をいた

だいているところなんですけれども、それぞれ個別の病院で、皆様、市の一定、決まった検査を受けら

れるというものになっております。例えば、子宮頸がんの検診でしたら、婦人科の検診なので、市内の

７か所と国分寺の３か所ですとか、こちらも検査の内容によって医療機関の数は異なりますが、大まか

には説明申し上げたとおりです。 

 昭和病院は、小金井市が昭和病院組合の構成市になっております。一定の分賦金ということで、六、

七千万ぐらいの負担を、毎年させていただいているような形になっています。その関係で、公立昭和病

院については、小金井市が構成市の一角を担っている公立病院ということで、この中に載せているとい

う状況です。 

○新井委員 もう一度、聞きますけれども、今のご説明で、昭和病院に補助金か何かを出しているんで

すか。 

○事務局  補助金ではなくて、昭和病院を構成している昭和病院組合というのがありまして、それの

構成市に小金井市もなっていると。経営に参画しているということです。 

○新井委員 そうですか。 

○事務局  ８市、小平市と東村山とか東久留米ですとか、清瀬とか東大和、武蔵村山、西東京市等、

近隣市８市で、小平市に昭和病院というのがありまして、そこを、簡単に言えば一緒に経営しているみ

たいなことです。 
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○新井委員 ということは、小金井市民にとっては、ほかの医療機関に診療とか何かをするよりも、メ

リットとか、そういう具体的な理由があるんですか。それとも、ただ単に病院を経営していると、これ

だけのことですか。 

○木下委員 よろしいでしょか。 

○新井委員 どうぞ。 

○木下委員 以前、それ、質問したんです。調べてもらって、答えが返ってきたら、安くなるのは分娩

のときだけだと。その他については、別に小金井市だから安くなるということはない。分娩のときの費

用などは安くなっている。そういうことは説明を受けました。 

○齋藤会長 それでよろしいですか。 

○新井委員 はい、わかりました。 

○大西委員 逆に言えば、やめてもいいんだよね。 

○新井委員 やめてもいいというか、結局、経営ということになると、何の経営でもそうだけれども、

商店の経営であろうが、アパートの経営であろうが、病院の経営であろうが、いわゆる採算性というか、

今、ちょっと金額、何千万とか何百万とおっしゃって。 

○大西委員 聞こえなかったです。 

○新井委員 聞こえなかったけれども、それが小金井の公費というか税金であるわけだから、結局、そ

の財政というか、収支決算はどうなのかという問題のほうが大きいです。結局、ここで何人、外来が行

ったか行かないかというのはどうでもいいことで、どうでもいいというのはおかしいけれども、むしろ

経営しているんであれば、病院としての経営状態がどうなんだと。かつ、小金井市の公費を払っている

ということは、公費の採算性はどうなんだ、こっちのほうが大きいです。赤字だったら問題だし。 

○大西委員 問題ですよね。だから、利益が出れば還元してもらいたい。 

○新井委員 そういうことになるし、利益が出る前に、採算性とか経営状態がどうかのほうが大きいで

す。それは健康課の問題ではないのかもわからんけれども、小金井市の問題ですね。 

○大西委員 分担金みたいな感じなんでしょう。これは強制的なんですか。 

○事務局  強制というか、経営していますので。ただ、人口ですとか、委員が言われた、関係ないと

は言っておりましたけれども、要は患者が何人ぐらい行っているか、それを８市で延べの人数いますね、

そのうちの何割が小金井市だから、その分担金にもそこが一部かかわってきて、各市それぞれ、例えば

平成２４年度でしたら、６,７３８万円、市からお金が出ているんです。ただ、他市がこの金額かという

と、みんな違っていて、今言ったように、小金井市の人口が８市の合計した人口の何割を占めていて、

なおかつ入院患者数ですとか、外来で行っている患者数ですとか、そういうのを、全部、割合で計算し
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た上で、最終的には赤字経営ということじゃなくて、去年はたしか、この間、組合でやったのでは黒字

経営になっているという話はしています。ですから経営的には問題はないのかなとは思います。 

 それぞれの市、いろいろ考えがあるし、この組合自体をつくったときに、そもそも病院が少ないとか、

いろいろな部分もあって、１市で病院を経営するのはなかなか厳しいものがありますので、例えば日野

市ですとか稲城市さんなんかは、１市で１つの市の病院を持っていますけれども、やはりそれを経営す

るのはかなり大変ということであれば、やはり８市なり９市なり、何市かが一緒になって手をつないで

経営していくことによってプラスになる部分もあるのかなとは思っています。 

 ただ、そこを利用するのに、小金井から通うのに、場所的には、私が言うのもなんですが、ちょっと

不便なところがあるので、今言われたような考え方も１つにはあるかなとは思いますけれども、せっか

く８市で始めたのに、急に小金井だけ、あまり人が行かなくなっちゃったら手を引きますので、あとは

よろしくというわけにもなかなかいかないのかなと私は思っています。 

○関根委員 私、昭和病院組合議会の議員をやっていましたから。経営状況は部長が言われたとおりで、

医師会の先生のほうがよくご存じかと思いますが、うちの母も２０年ぐらい前、桜町病院で乳がんを見

つけてもらって、昭和病院に紹介して手術をしてくださったとか、市内の医療機関とはそれなりの連携

は市内の医療機関とは持っていらっしゃるのかなという、具体的数字は上げられませんので、そういう

考え方でございます。 

○大西委員 私の記憶では、大分昔、少しまけてもらったはずですけれども。 

○関根委員 何年か前ね。 

○大西委員 あまりメリットがないということで。 

○関根委員 ちょっといろいろな議論がありまして。 

○事務局  いろいろあのときにありまして。 

○大西委員 ありましたよね。 

○事務局  そこで多少変わったというのはあります。 

○関根委員 多少は安くなったようですね。 

○事務局  分賦金、いわゆる分担金だと、約８割ぐらいが、先ほど部長のほうで申し上げました、患

者割、市民がどれだけかかっているか、その数によって割り当てられていますので、そういった意味で

は、必ずしも小金井市が加入していることがデメリットばかりではないのかなとは感じているところで

す。 

○齋藤会長 こういう問題はなかなか難しい問題のようでして。 

○大西委員 関根委員が委員だったから、一番よくご存じな。 
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○関根委員 部長も入っていますから。市長も理事者側で、毎回、出ています。議員は、小金井は毎回

１人。 

○事務局  小林君。 

○関根委員 小林さん。毎回２人出ている。 

○事務局  各市２人ずつ議員が出ています。 

○鴨下副会長 あそこの病院は、当初、隔離病院だったんだよね。赤痢とか疫痢とか。そういうあれだ

と、昭和病院へ隔離された。 

○関根委員 時代によって、役割が少し変わってきているんで。 

○鴨下副会長 今はもうそういう隔離するという病気はないんでしょう。 

○関根委員 重い救急の患者さんを優先的に受け入れるという。 

○鴨下副会長 昭和病院というと、まず、私なんか、さっき先生に指摘されたけれども、古い人間だか

ら、そんな言葉も出ちゃうんです。たしか疫痢とか赤痢はあそこへ入院させられた。それが時代の進歩

によって総合病院になって。ただ、私が考えているのは、その時分からやはりおつき合いがあったから、

今のような経営状態というか、仲間になっているのかななんて。 

○関根委員 救急車で、重い救急のところを優先的に受け入れるという役割を担うんだと。 

○大西委員 急性期専門病院ですね。 

○関根委員 もう大変だなというときに。 

○齋藤会長 集中治療室が多いんでしょうね。 

○関根委員 その逆で、あまり重くないとほかに行ってくれと言われたりということもあるみたいです

けれども、重い救急の患者さんを優先的に受け入れるという施設を重点的にそろえている。 

○齋藤会長 医療過疎地なんか、例えば山形県とか、そういうところでは、幾つかの市町村が集まって

公立病院をつくるということは全然まれなことではないんです。ただ、この地域で、現在、そういうこ

とが必要かどうかというのは、私はちょっと疑問はありますが。 

 病院としては、昭和病院、非常に、今、どんどんよくなっています。建物もよくなっていますし、受

入対応も非常によくなっています。それは、院長先生が非常に一生懸命やっているので。ですけれども、

今後、組合というのがあるのを僕は知らなかったんですけれども、７,０００万近くの負担をしてまであ

の病院を支える必要があるかというと、その辺は根本的に考える時期には来ていると思いますが、ここ

はそれを検討する場ではないですよね。 

 医師会長同士が集まる会でよく、東村山だったかな、の会長とかからは、東村山も構成市なんですか

ね。 
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○事務局  そうです。 

○齋藤会長 「小金井、いつ抜けるの？」とか言われるんです。うちも抜けたいんだけどみたいな。 

○事務局  実は何年か前にそういう動きをしたことはあったんです。ただ、そのときにはいろいろと

やはり、先ほど私が言ったような形で、走り始めて今さらという感じもありますし、やはりそれなりに、

今、会長も言われたように、あの当時からどんどんよくはなってきて、災害拠点の病院に指定されたり

とか、いろいろな部分で、いざというときにはやはり、とどめていければ非常にありがたい病院になる

んじゃないかなとは思っています。 

○大西委員 それと、黒字になってきたということですから、多分、分担金も。 

○関根委員 このまま黒字が続けば、そうなるかもしれません。 

○事務局  当然なると思います。 

○齋藤会長  ぜひそうなってほしいと思います。 

○大西委員 それは、その８市の中で小金井市が一番下のランクなんですか。 

○事務局  分担金は下から２番目ぐらいです。 

○大西委員 下から２番目。 

○事務局  一番下が武蔵村山です。 

○大西委員 じゃ、妥当なところですね。小金井は取り過ぎですよね。 

○齋藤会長 小平がもっと出していい。 

○大西委員 周辺に人口も増えてまいりましたし、環境も変わってきていると思うんです。そういうこ

とを勘案して。 

○新井委員 ちょっと質問。もともとちょっと発端で質問したところで議論が出て、またそこへもう１

つ、お話して悪いんですけれども、今の幾つかご発言の中で、今日のこの健康審議会のもともとテーマ

ではないということですけれども、ただ、今、お話で、ちょっと最初は事務局の説明で金額がわからな

かったけれども、会長が８,０００万ということで答弁されたんで８,０００万として、毎年８,０００万、

払っているわけですよね。 

○大西委員 ６,０００万でしょう。 

○齋藤会長 ６,９００万。６,５００万。 

○新井委員 ６,５００万。 

○齋藤会長 ７００万。 

○新井委員 ６,７００万、毎年払っているんですね。 

○事務局  大体そのぐらいです。 
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○新井委員 それは、結局、６,０００万なり６,５００万とか６,７００万というのは、小金井市の経費

というか公費をそのまま払ったままですよね。 

○事務局  そうです。 

○新井委員 ６,７００万戻ってくるわけじゃないんですね。 

○事務局  戻ってはまいりません。 

○新井委員 ということは、要するに出しっぱなしですよね。 

○事務局  はい。 

○新井委員 これは、果たしてほんとうに、ほかに医療機関がたくさんあって、かつ個人で経営してい

る医療機関もあるし、そういうことに対して、ある意味では邪魔だてしていることになることもあり得

るわけです。この審議会の議題ではないかもしれんけれども、少なくともしかるべき市なり組織の中へ、

こういうことで、これをもう一度、再検討すべきだということはこの会から具申する必要があるんじゃ

ないか。 

 ここの会で結論して、すぐやめようとか、やめまいとか、そういうことじゃないだろうけれども、そ

ういう意見が出たということは、やはりどこかへ、市長なり何かへきちんと出してもらいたい。無条件

で６,７００万出しっ放しが果たして本当にいいのかと私は思うけれども。それは個人意見でいいから、

出してもらいたいと思います。 

○齋藤会長 どうでしょう。 

○松井委員 私、個人の意見として、僕なんかは子供が小さいんで、夜中に熱なんかを出したりなんか

して、例えばもうしようがない、車で日赤さんなんかへ連れていくと、３時間、４時間、平気で待つん

です。そういうことなんかがやはりありますので、夜間で休日の救急なんかを受け入れていただけるよ

うなところはすごく助かりますし、利用人数で見ると延べですけれども、入院が４,８００人の外来で６,

１００人、夜間、休日６９０人だと、１万２,０００人ぐらいの方が延べで利用されている。そうすると、

１回というか、１人当たり５,０００円ぐらいのことであれば、決して高いとも言いがたいなという気も

するんです。 

 金額も、全額でいうと６,７００万という金額はとても大きいもので、これが削られることができるん

であれば、それはそれで大変助かると思いますけれども、病院を１回なくしてしまうと、これをつくる

のはまた大変な話で、大規模な日赤さんであるとか桜町さんとか、そういう総合的な病院をつくるとい

うことはなかなかできるものではないと思いますので、そこら辺の福祉という部分に立って考えていく

のも必要かなと僕は思いますけれども。 

○齋藤会長 市民がお世話になっている比重で言えば、昭和病院は比較的低いであろうと思います。日
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赤や。 

○松井委員 ただ、場所が不便だということは確かに。小金井の市民の中でも昭和病院の構成をしてい

るという意識があるという人は、多分、そんなにいないと思いますんで、そこら辺、逆にもっと周知し

て、逆に使うべきかもしれませんし。 

○木下委員 ここが、お金を出す、出さないだとか、いろいろなことを健康課が決めているわけじゃな

いですよね。という部分なので、実際、どういう形でお金を出すようにしているのかとか、細かい内容

を、一切、この場では、多分わからないと思うので、わからない中でいい悪いという判断はちょっとい

かがなものかと。しかるべきところで、ちゃんとそれなりの審査というか、それなりの話し合い等々を

してきっと予算執行されていると思うので、ただ単純にその金額をもって、いいとか悪いとかという議

論は、ちょっと乱暴かなと私としては思います。 

 何か資料があって、ぜひ健康づくり審議会でもちょっと検討してみてくださいとか、何かそういうこ

とがあって資料がしっかり出てくるんであれば、そのときにはまたしっかりとした審議というか議論を

すればいいと思うんですけれども、今、この時点ではちょっと難しいというか、ちょっと乱暴かなとい

うところはあります。 

○齋藤会長 疑問が呈されたということで、話題にとどめておいていただくということで、記録してい

ただくということでよろしいでしょうか、新井さん。 

○新井委員 結構です。 

○事務局  ちなみに、議事録等々については全て公開されますので、審議会の中でそういう議論があ

ったという、この場での経緯というのは基本的には公開されていきますので、その辺のところで、まず、

現時点ではご理解いただければと思います。 

○齋藤会長 関根さんには、組合のほうで頑張ってください。なるべく分担金を減らすように。 

 ほかに何かございますか。 

○関根委員 ほかにって、３番目のほかにで。どっちでもいいですけれども。 

○齋藤会長 ここの半期の報告について、ほかに何かございますか。 

○関根委員 じゃ、後でいいです。 

○齋藤会長 そうですか。 

 特にないようですので、その他の事項ということですけれども。いよいよその他の事項で。お願いし

ます。 

○関根委員 これは、保健福祉総合計画、皆さんにお配りされているんですか。健康増進計画というの

があって、これはスポーツのこともあるから、この所管になるのか、ちょっと、健康増進計画はここで
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議論してもいい話なんですか。 

○事務局  健康増進計画はここで議論いただいても結構でございますが、保健福祉総合計画をつくる

ときに、健康増進計画のパートについては、ここの場で、多分、議論をしていただいてつくった経緯が

あると思うんです。ただ、今日、スポーツ関係の話だとすると。 

○関根委員 スポーツじゃなくて。 

○事務局  すみません、お答えできる範囲がちょっと違ってくると思うので、宿題という形になるか

もしれませんけれども。 

○関根委員 そうですね。計画の推進体制のところで、さまざまな関係者と連携して健康づくりを支援

するというのと、２番目が、健康づくりに関する情報提供相談の充実と、３番目が計画の評価と見直し

とあるんですけれども、３番目は最終年度にやるということなんで、１番目と２番目、いろいろな団体

と連携して推進するという体制と、情報提供や相談の充実ということについて、今、お手元に資料がな

かったら、次回、ご報告いただいても結構なんですが、ちょっとそれは議論したほうがいいかなと思い

まして。今、すぐにお答えがなかったら、次回にきちっとご説明いただければ結構です。 

○齋藤会長 そのようにお願いできますか。 

○事務局  はい。 

○善如寺委員 善如寺ですけれども。 

 実は、これをつくるときに、年に何回も集って審議して、そのときに、審議して仏さんをつくるなら

いいんだけれども、神様とか、魂を入れるのはどうやってやるんだというお話をしたんですけれども、

それについてはわかりませんみたいな話で、こうやって立派な本をつくって終わっちゃったんですね。

その後、実は何の報告もないんです。 

 それについて何もないんで、僕、今日、ほんとうにたまたま出していただいたんでよかったなと思う

んですけれども、それだけ時間をかけて整理したのに、その後の経緯についての報告が一切ない。どこ

かで話し合われたのかというと、どうもその形跡がないんですね。つくったら終わっちゃったんです。

つくって終わるんだったら、時間と金を掛けてやる必要はないので、失礼な話だと僕は思うんです。 

 ですから、ぜひとも、つくるときにはスポーツ関係のあれもあって、私は体育協会のほうから推薦を

もらってここの場に来ているんで、ほかのことについてはよくわからないんですけれども、体育協会と

して動けるかといったときに、行政側が、まず、動く姿勢を持たないと小金井市は何もできないんです

ね。スポーツ施設もほとんど、他市と比べて貧弱ですし、総合体育館が１個で、しかも駅から離れてい

て利用頻度が低いという問題がある。小学校、中学校の体育館はどうかというと、学校が独占していて

なかなかいうことを聞かないという状況があって。 
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 でも、学校の体育館は緊急事態の避難場所ですね。にもかかわらず、そこに立ち入ってないという行

政側の骨のなさというんですか、言葉は悪いんですけれども、そこら辺が立ち入っていかない。全体と

して構築されていないような状況が見えていて、一体どうするんだと。緊急事態なんかがあったときに、

例えば１週間、寝泊まりするのに、シャワーはいいだろうけれども、トイレは、体育館のところにほん

とうにそれだけ収容して緊急の場合に対応できるのかといったら、できるような施設がほとんどない。

１か所かな。中学校の校庭に排せつの用意があるとかって聞いたんですけれども、その他はないという

話で、緊急の場合の対応策は全然、やはり健康に関することですよね。だから、そこら辺も考えて。 

 先ほど話に出たお年寄り、私もそうなんですが、高齢者に対する手だてをどうやるか。僕個人として

はいろいろ持っているんだけれども、行政に上げても、それは流されちゃうんですね。なぜかというと

面倒くさいから。新しいことをやるというのはすごいエネルギーが要るんで、行政側が動かない。これ

が小金井市の実態のあるところだと思います。 

 これを実施するに当たっては、行政側がほんとうに本腰を入れて動いてくれないと、これをせっかく

つくっても何の効果もないということになりますので、次回、もし時間をとれたら、よろしくお願いし

たいと思います。 

○齋藤会長 厳しいご意見が出ましたけれども。 

○事務局 おっしゃるとおりです。 

○齋藤会長 そういう実感は、多分、多くの方がお持ちじゃないかと思いますけれども、せっかくつく

ったものですから、進捗状況とかをここで教えていただけると。 

 僕は、昨年は参加していないんで、どういう経緯でつくられたかはよく存じ上げないんですが、内容

をかいつまんでもいいです。議論になったところとかを、こういうふうになってきていますということ

が、もしご説明いただければと思います。お願いできますか。 

○事務局  私もこの４月から。 

○大西委員 私もちょっと古いんですけれども、委員さんがおっしゃったとおりです。どこも間違って

いない。はっきり言いますと、小金井市がやる気がないんです。と私も感じています。今の小学校の中

学校の問題もそうなんですが、防災ともかかわってくる、これは極めて大切なことだろうと思っていま

す。 

 今、東京とか、非常に熱心になってきたから、小金井市も慌ててやっているようですけれども、防災

をきちっとやっていただきたいと思います。例えば、防災なんかでも、私常に思ってますが、今年は雨

で中止になりました。来年、雨になったら、また中止するんですか。こういう防災のやり方っておかし

くないですか。 



－２３－ 

 本来なら、中止になった場合は、真剣に考えるならば１０日後だとか１か月後だとか、やったってい

いじゃないですか。来年も雨の日、また中止。そうしたら、２年も３年も中止ということはあり得ます

ね。それで、防災といって騒ぐわけです。騒ぐことは結構なんだけれども、やることはきちっとやって

もらいたい。後で追加してやったっていいじゃないですか、２か月後に。順延ってやつ。小金井市はそ

ういうことをやったためしがないんです。そうですよね、やりましたか。雨が降って流れたことは、過

去にも何回かあります。そういうのを真剣に考えていただきたいですね、そういうフォロー。今回のこ

れもそうだと思います。おっしゃるとおりだと思います。 

 ちょっと余分なことを言いましたけれども、私もそう感じています。 

○齋藤会長 直接的には防災はちょっとまた部署が変わってくるでしょうけれども。 

○大西委員 部署は変わるけれどもね。 

○齋藤会長 やはりそういう意見があったということを記録にとどめておいていただいて、ということ

でよろしいでしょうか。 

 では、次回までの宿題が１つ、２つありますので、よろしくお願いします。 

 時間はどうなんですか、もうそろそろ。 

○事務局  ３時です。 

○齋藤会長 ほかに特に。最後にじゃ。 

○善如寺委員 ２点ばかりあるんですが、委員さんが変わられたということで、以前だと任期のあれで

変わると一覧表が。 

○事務局  名簿ですね。わかりました。 

○善如寺委員 そうじゃないと、年に２回ぐらいしかお会いできないと、名前がはっきりしないんで、

推薦母体とかそういうのも入れて名簿をいただければ。 

○事務局  はい。 

○善如寺委員 もう１つは、小金井市の議事録は非常に丁寧だと思うんですが、個人名が入っているん

ですね。僕も体育協会の議事録をやったことがあるんですが、要点筆記にすると、個人名がなくて、肝

心なポイントだけをしっかり羅列していくんで、時間のロスも少ないですし、誰が何を言ったというと、

聞きながらこうやってテープにとっておいて起こすのがすごい時間がかかるんですね。１時間半ぐらい

の会議だと、多分、一言一句違わないようにつくるのには、起こしてきちっとできるのは１日かかっち

ゃうと思うんです。 

 小金井市の各審議委員会は、そういう取り決めでやっているのかどうなのか、もし変更できるんだっ

たら、要点筆記のほうが私はいいと。記録としては、内容は変わらないわけですから、誰が何を言った
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んじゃなくて、この審議としてこういう審議会で話が出ましたよ、こういう審議をしましたよというほ

うが、より重要じゃないかと思うんですけれども。時間のロスを考えると、要点筆記にしたほうがいい

んじゃないかなと、個人的には思いますということです。 

○事務局  今の件なんですけれども、善如寺委員のおっしゃるご意見があるというのも私も認識して

います。ただ、全文筆記の場合、例えば会議をやりますね。レコーダーでとっているわけなんですけれ

ども、基本的に、テープ起こしは、全部、委託にしています。速記会社に委託に回していますので、単

純に事務的な手間だけを考えて申し上げれば、返ってきた全文筆記のものからさらに要点起こしをしま

すので、実は要点記録のほうが手間はかかるんです。 

 それと、当然、長い会議録を全部読まないと何が話し合われたのかわからなくてまどろっこしい、時

間もかかるというご意見もある一方で、全文記録のほうが、その場で何が話し合われたのかという温度

感みたいなものも伝わってくるから、できれば全文筆記にしてもらいたいと要望される方もいらっしゃ

るし、そこは賛否両論、両面あるんだとご認識いただければと思います。 

 その上で、本来であれば、それは私たちが決める、事務局としてどうします？ ということではなく

して、審議会の皆さんの中で、どういう方向でということで、審議会を開催するに当たって、通常は会

議の取り決めといいますか、例えば今日も傍聴席とかを用意してありますけれども、たまたま今日はい

ませんけれども、例えばほかの審議会では、傍聴される方が自由に意見を紙で出せるような仕組みを入

れるのか、入れないのかとか、そういうことも含めて、審議会としてどういうふうにしていこうかとい

う取り決めをまず決めてスタートしていくというのが、我々小金井市のスタイルというか、市として全

てのものが画一的に決まっているということではないので、審議会の判断ということを、まず尊重した

いと思います。 

○善如寺委員 実は、外注しているとは知らないんで、事務職として仕事をやる上で時間のロスだろう

と。ただ、外注しているというと費用がかかりますね。どのくらいかかるんだかわからないんですけれ

ども、その費用が安いのか、高いのか、それらも考え合わせなくちゃならないんで、即答はできないと

思うんですけれども、僕は職員が自分でやっているもんだと思っていましたから。失礼いたしました。 

○事務局  時間単価で１万３,０００円と聞いています。 

○大西委員 議事録と速記録は違いますね。今、小金井市がやっているのは議事録なんですか。という

のは、私がさっき言ったみたいな乱暴な意見を割愛するということはできないわけですか。やめちまえ

とか、そういうのは、本来、割愛すべきなんですけれども、その辺もご配慮いただきたい。 

 自由な討議ができないんです。逆に言えば、活発な意見が出てこない。冗談一つ言えない。非常にか

た苦しい、型にはまった会議になるんです。そうすると、善如寺さんがさっきおっしゃった融通のきか
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ないことになる。会長のお人柄が非常に温和な方だから、今後はぜひその辺をわきまえて配慮をお願い

したいんですけれども。これは議事録に載せるべき発言じゃないというものも出てきちゃう可能性があ

るんです。特に私なんかは気をつけなきゃいかん。そうすると、黙っちゃうんです。仏様になって帰る。

ちっともおもしろくない態度になる。その辺をご配慮いただきたいと思います。 

○新井委員 ちょっと発言しますけれども、いいですか。新井です。時間は何時までなのか。 

○事務局  一応、３時程度をめどに。 

○新井委員 ３０秒ぐらいで。事務局の肩を持つわけじゃないんですけれども、これはそのままテープ

で起こしたものを、速記録なのか、会議録なのか、議事録なのか、名称は別として、つくる以外、手は

ないと思います。今のご発言のように、中身を、エッセンスとか要点をつくるということは、主観も入

ってくるわけだし、事務局としてはできないだろう。まして要点だけつくるとなると、今のお話で、例

えば東京とかとしても２６市あって、全部、審議会がありますけれども、他の自治体がどういう形で記

録を残しているのか、公開しているのか、私は知らない。事務局に聞いて答えが出るかどうかわかりま

せんけれども、少なくとも小金井市に限っていえば、事務局の健康課なりが、要点だけとか、今のお話

のように、この意見は入れたいけれども、この意見は外そうということは、そういう主観が入るやつは

できないだろう。 

 したがって、こういう形で、全部、もう笑い声から冗談からつまらない発言まで、全部、文字に起こ

す以外は手がないんではないかと事務局の方は思っていると思います。ほかに方法があるんだったら、

それは大いに工夫で結構なんで、個人的には、そういう改善というのは反対ではありませんけれども、

現状では無理だろう、このスタッフの数からいってもできないだろう、内容からいっても、主観が入る

やつはだめだろうと私は思います。いいか悪いかという価値判断の問題は別です。 

○齋藤会長 いかがでしょうか。 

○木下委員 木下です。 

 一応、流れ的に、議事録ができ上がって、起こし終わって、間違いないですかとかという形で、議事

録が出てきて、実際に間違いないという状態で一般公開されるんだと思うんです。その中で、例えば、

前回の議事録の中で、ここは削除しておいてもいいんじゃないですかという話があって、皆さん、そう

ですねだったら、別にそこで削除してもいいと思うんです。そのために、多分、議事録が、全部、皆さ

んのところに送付されて、自分が言っていること、間違いないですか、いろいろなことが大丈夫ですか

と来ていると思うので、その辺は、最後に公開する前にここに先に来ているんで、その辺で、冗談を言

えないとつまらないというところは多少あるので、この辺はちょっと削除しておいたほうがいいですよ

ねというのは、ここの中でそういうふうに決めて、会長含めて全員一致で、これはちょっと削除しまし



－２６－ 

ょうということであれば、それでいいんじゃないですか。 

○善如寺委員 そうすると、議事録が回ってきたときに、例えば私が大変な失言をした、悪いと思って

やっているんじゃないけれども、とる側によっては悪くとられるようなことだなということに後で気が

ついたということならば、名前は削除できるんですか。 

○木下委員 その名前というか、その辺はどうするのかというのは、多分、事務局のほうでこういうふ

うにしますということはできないと思うので、審議委員会の中で、そういう部分は削除してもいいんじ

ゃないですかとか、そういう取り決めが審議委員会の中で、多分なされて、いろいろな議事が進んでい

くんだと思うんです。その辺を、今ということじゃなくて、次回でもあれですし、どういう形で進めて

いくのかということも、もう１回、ここで会長もお変わりになって新しい会長になったんで、その辺も

含めて次回の会議とかで話してもいいんじゃないですか、審議会の進め方としての。 

○鴨下副会長 私、役にも立ちませんけれども、この健康づくり審議会、何年か携わらせていただいて

いるわけですけれども、今日、いただいた資料の中で、前回の会議録が入っていましたね。大分意見が

活発に取り交わされたんだなと見ていたし、今日もいろいろ皆さんの意見を聞いて、その前のときの、

ほんとうに審議会を見ると今日のこれ、ほんとうによかったのかねという感じがありましたよね、実際

には。 

○大西委員 お通夜でした。 

○鴨下副会長 委員の発言はほとんどなくて、委員長さんの司会でもって事務局がお答えして、１時間

半も時間があるのに１時間未満で終わっちゃって、もったいないね、市ではあんな予算を使って、我々

も、今日も来れば審議委員という立場で手当が多少出るわけでしょう。もったいないなという感じがし

たんだけれども、このごろは実りのあると、私は思います。 

 それと同時に、発言も、今日の会合の発言じゃなくて、福祉関係のときに、発言を匿名にしますか、

名前を載せますかという問い合わせが事務局からあったときに、私は、自分でもって責任持って発言し

ているんだから、匿名じゃなくてそのまま名前を載せても差し支えないんじゃないですかという発言を

した覚えがありますけれども、ここでもって審議委員がまたかわるわけですね。今日は入れかわりがあ

ったわけですけれども、その方は留任できるんだろうけれども、おそらく切りかえでまた新しい委員さ

んができるわけですから、そのときにその問題について議論して、２年間、進めていったらいかがなん

でしょうか。私はそんな感じがいたします。 

 私も健康審議づくりの委員として、６年間ですか。委員はそういう決まりがありますね。３年間で。

そういうことで、今日は私は最後だと思いますけれども、そんなことがありますので、新しく委員に任

命されたら、そういうことから議論して始めたらいかがでしょうか。 
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 私はほんとうに、このごろ活性化が図られていいな、意見がいろいろ取り沙汰されて、事務局は答え

るのが大変かもしれないけれども、そのための審議会だと思うんです。黙って聞いてそのまま持ち帰っ

たんじゃ何もならないんで、いい会合になっていると思いますので、少し話が長くなりましたけれども、

そんな感じがいたします。 

 以上です。 

○齋藤会長 大変いい締めの言葉をいただきました。 

 議事録のつくり方については、今日の議事録が皆さんのところに回るんですよね。そのときに、ここ

を消してくれとか、こういうふうに言っていないということはあると思うので、それをまとめるときに、

また次回に向けて検討するということでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○齋藤会長 今日はどうもありがとうございました。 

 事務局のほうから、あと何点か。 

○事務局  健康づくり審議会につきましては、来年の１月末で今期の委員の任期が終了という形です

ので、今、市報のほうで公募委員の募集なんかもかけているところなんですか、いま一つ集まりが悪い

ところがあるのかな。２件ほど公募が、５名枠に対してまだ２人分だというところだそうです。 

 先ほど鴨下副会長のほうからもありましたように、小金井市の市民参加条例では、なるべく多くの方

に市民参加の機会をということから、余人をもってかえがたい特殊事情がある場合を除いて、１つの審

議会については原則３期までということになっておりますので、この審議会についても、連続して委員

になっていただいている委員も、多分いらっしゃると思うのですが、その辺も含めて、来年、次期の審

議会委員の委嘱を２月ぐらいにはさせていただいて、次に開けるのは、多分、３月ぐらいになるんだろ

うと思います。引き続き、委員を継続いただける方は、こちらからもまたお願いしたいですし、そのと

きには、この審議会の会議のあり方等も含めて、事前にきちっと整理した上で始めさせていただきたい。 

 今回、今年度、４月にここに来て課長になって初めての委員会だったんです。基本、前例踏襲でいこ

うという思いで、資料の形式等々についても前例踏襲でやらせていただきました。ただ、やはり先ほど

善如寺委員からも指摘があったように、問題点等もあると思っています。改善できるところは改善して

いきたいと考えておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 ということで、事務局からは以上でございます。 

 本日はありがとうございました。 

○齋藤会長 それでは、ほかに特になければ、これで今日の審議会を終わらせていただきます。 

 どうもご協力ありがとうございました。 



－２８－ 

 

―― 了 ―― 

 


